
★はじめての就農ガイドブック★

「きっと夢がかなう、宮古の農業」

宮古市は「海の町」「漁業の町」のイメージがありますが、面積
の９割が森林など山地です。内陸部から沿岸部、高地から低地、高
原から盆地と、さまざまな条件のもとで多種多様な農業が営まれて
います。
宮古なら、あなたがやりたい農業を実現できるステージが見つか

るかもしれません。わたしたちは、宮古で農業を始めたい皆さんを
全力でサポートします。

宮古市産業振興部農林課農政係
〒027-8501 岩手県宮古市宮町一丁目1番30号 電話：0193-68-9094(農政係直通)

令和２年９月 改訂版



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夢にむかって！ 

 

 

 

吉濱 孝明さん 
・平成 24 年就農（新規参入） 

・ブロッコリー、きゅうり、 
いちごなど 

・認定農業者（平成 30年認定） 

吉濱さんは高校生のころから農業に

興味を持ち、スイスでの１年間の野菜栽

培の研修や、市内農家での３年間の研修

の後、自立しました。自分が育てた野菜

を買ってくれた人の「おいしい！」「また

買いたい！」という言葉がとてもうれし

く、日々の仕事の励みになっているそう

です。平成30年には認定農業者になり、

さらに意欲的に取り組む若手のホープ

の一人です。 

 

★就農希望者へのメッセージ 

農業に関する様々な発想や情報

がありますが、実際に試してみては

じめて理解できることがたくさん

あります。失敗を恐れずチャレンジ

しましょう！ 

 

熊谷 憲幸さん 
・平成 28 年就農（新規参入） 

・スイートコーン、たまねぎ、
ブロッコリーなど 

・認定新規就農者 

熊谷さんは大学生の頃の農業実習や、

青年海外協力隊での野菜隊員としての

活動が就農のきっかけ。経営体系は産直

出荷がメインの多品目栽培が特徴です。

地域や先輩農家との繋がりを大切にし

ていて、トラクターが動けなくなったと

き地域の方が手伝ってくれたり「うちの

農地を使っていいよ！」と声をかけられ

ることも。そんな気さくで穏やかな人柄

の熊谷さん。根気と努力は人一倍です。 

 

★就農希望者へのメッセージ 

「やる気」はもとより「折れない

心」が大事。農業はいつなにがある

かわかりません。地域に馴染めるよ

う、あいさつや集まりへの顔出しは

大切。信頼関係を築きましょう。 

 

久保田 智治さん 
・平成 29 年就農（親元独立） 
・ブロッコリー、トマト、トル

コギキョウなど 
・認定新規就農者 

久保田さんはご実家が農家で、幼いこ

ろから手伝いで農業に触れてきました。

県立農業大学校、専門学校を経て平成

29 年に独立就農。たくさんの人に「ま

た買いたい」と思ってもらえる野菜を作

りたい、と試行錯誤の日々。規模拡大に

も意欲的で、若き担い手として地域の期

待も高いです。学ぶ機会には積極的に参

加し、学ぶだけでなく先輩方や仲間との

つながりづくりも大事にしています。 

 

★就農希望者へのメッセージ 

宮古市は雪が少ないので、年間通

していろいろな作物を栽培できる

のが魅力です。端境期を狙った５～

６月の春ブロッコリーは、短期集中

で大変ですがやりがいがあります。 
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鉄道は、ＪＲ山田線と三陸鉄道、道路は国道 45号と国道 106

号により、盛岡市をはじめ近隣の市町村と結ばれています。東日本

大震災後、急ピッチで整備が進められている「三陸縦貫自動車道」

「宮古盛岡横断道路」（一部供用が始まり、令和３年３月全線開通

予定）により、高速交通網が整備されています。 

盛岡、仙台、八戸がより近くなり、交流人口の増加や、消費・

物流の多様化など経済の活性化が期待されています。 

さまざまな気候条件や地理的条件など、地域の特性に合わせて

水稲、野菜、果樹、花き、畜産のほか、林業、漁業などを組み合

わせた「複合経営」「少量多品目栽培」が多いのが特徴です。 

 ≪主な作物≫ 

 水稲、だいこん、はくさい、キャベツ、ほうれんそう、ねぎ、 

トマト、きゅうり、なす、にんじん、ピーマン、ブロッコリー、 

レタス、たまねぎ、長いも、ばれいしょ、大豆、小豆、赤しそ、 

畑わさび、そば、りんご、もも、花き、肉用牛 など 

沿岸部…海洋性の気候で、夏はヤマセ（冷涼な北東風）の影響を

受けやすいものの、冬は日照時間が長く、内陸部にくら

べて温暖で乾燥した気候です。北海道の気候に似ている

とも言われています。 

内陸部…北上山地の中心部にあり、標高が高く、高原性かつ盆地

性の気候であり、季節ごとの気温差や昼と夜の気温差が

大きいなどの特徴があります。 

宮古の気候 

交通網など 

宮古の作物 

 

 

 

 

 

宮古に移り住んで農業やりたい！ でも住むところは・・・？ 

移り住む先で農業をやろうと考えたとき「農地はどうしよう」「どこに住もうか」を考え

なければなりません。農地探しはもちろん、必要に応じて、住むところを探すお手伝いも

します。このほか、各種医療制度、保育支援などでサポートいたします。まずは市農林課

農政係の担当までご相談ください。 

 

 



＜作物栽培・畜産・農業経営に関すること＞
★宮古農業改良普及センター

TEL 0193-64-2220 FAX 0193-64-5631

＜経営資金に関すること＞
★宮古市産業振興部農林課

TEL 0193-68-9094 FAX 0193-63-9116
★沿岸広域振興局農林部宮古農林振興センター

TEL 0193-64-2214 FAX 0193-64-5631

＜農地に関すること＞
★宮古市農業委員会

TEL 0193-68-9125 FAX 0193-63-9116
＜営農に関すること＞
★ＪＡ新いわて宮古営農経済センター

TEL 0193-69-3220 FAX 0193-69-3223

＜農業共済制度に関すること＞
★ＮＯＳＡＩ岩手宮古地域センター

TEL 0193-67-2231 FAX 0193-67-2219

＜農業全般に関すること＞
★宮古市産業振興部農林課

TEL 0193-68-9094 FAX 0193-63-9116

事業名 支援内容 補助金額 対象

・【研修支援金】１２万５千円/月

　（最長２年）

・【家賃助成金】家賃の１/２

　（月額３万円上限・最長２年）

新規就農者施設等整備支援事業

農業経営で必要な施設整備や農

業機械導入等の経費を支援しま

す。

・施設整備・農業機械導入等の経費の

　２/３（上限１００万円）

・就農３年目までの６０歳以下

　の新規就農者

農業次世代人材投資事業

就農開始直後の青年新規就農者

に対する給付金の給付を行い、

就農意欲の喚起と就農後の定

着、青年就農者の増大を図るた

め支援します。

・個人　年額１５０万円

・夫婦　年額２２５万円

・独立・自営就農時の年齢が

　５０歳未満の認定新規就農者

　かつ中心経営体

耕作放棄地解消事業

耕作放棄地の解消を図るため、

耕作放棄地を再生利用する農業

者等の取り組みを支援します。

・障害物除去、深耕、整地、土壌改

　良にかかる経費の１/２（１０ａ

　あたり１０万円が上限）

・市内農業者等

鳥獣被害防止対策事業

鳥獣による農作物被害を防止す

るため、電気柵等の購入を支援

します。

・電気牧柵や侵入防止柵の購入費の

　２/３
・市内農業者等

農業相談員配置事業

農業のことを相談できる農業相

談員を各地区に配置していま

す。

・技術指導

・経営相談
・市内農業者等

いわて地域農業マスタープラン

実践支援事業

園芸、畜産等の中心経営体の育

成・確保および地域資源を活用

した６次産業化の取り組みに必

要な機械、施設等の整備を支援

します。

・事業費の１/２（品目によって変更

　あり）

【担い手育成型】

・中心経営体が過半数を占める

　団体など

【６次産業型】

・中心経営体を含む団体など

【リーディング経営体育成型】

・リーディング経営体候補者

新規就農希望者研修支援事業

農家などで６ヶ月以上研修を行

う新規就農希望者を支援しま

す。

・６ヶ月以上研修を行う６０歳

　以下の新規就農

　希望者

※【家賃助成金】は市内の貸家

に市外から住所を移す場合のみ




